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Ⅰ 学校訪問指導の概要      

１ 学校訪問内訳 

（１）訪問校園数 

 

幼稚園 小学校 中学校 義務教育学校 

一
般
訪
問 

特
別
訪
問 

指
定
校
訪
問 

要
請
訪
問 

一
般
訪
問 

特
別
訪
問 

指
定
校
訪
問 

要
請
訪
問 

一
般
訪
問 

特
別
訪
問 

指
定
校
訪
問 

要
請
訪
問 

一
般
訪
問 

特
別
訪
問 

指
定
校
訪
問 

要
請
訪
問 

３
年
度 

30 0 1  51 5 1  25 3 1  
 
1 

 
0 

 
0 

 

４
年
度 

30 2 0  51 4 1  25 2 0  1 0 0  

   

（２）授業教科等（授業コマ数） 

①小学校及び義務教育学校前期課程 

 国
語 

社
会 

算
数 

理
科 

生
活 

音
楽 

図
工 

家
庭 

体
育 

道
徳 

特
活 

総
合 

外
国
語 

特
支 

計 

３
年
度 

30 7 62 2 1 1 0 1 2 14 2 1 3 6 132 

４
年
度 

30 4 47 1 1 1 1 0 4 10 0 0 2 4 105 

 

②中学校及び義務教育学校後期課程 

 国
語 

社
会 

数
学 

理
科 

音
楽 

美
術 

技
・
家 

保
体 

外
国
語 

道
徳 

特
活 

総
合 

特
支 

計 

３
年
度 

7 10 18 12 2 5 1 9 13 6 0 0 0 83 

４
年
度 

13 8 17 8 2 2 6 6 8 4 1 0 1 76 

 

［北部管内の状況］ 

○ 幼稚園の保育コマ数は，３歳児が１６，４歳児が１６，５歳児が２９，３～５歳児が１，計６２コマであ

った。 

○ 一般訪問は，全ての幼稚園，小学校，中学校，義務教育学校で実施した。うち小学校は，１校，中学校は

２校が臨時休業により紙面指導となった。 

○ ４校時参観については，要請のあった１市１町については当該小・中・義務教育学校において実施した。 

―１－ 



幼稚園 小学校 中学校 合計

30/30 50/50 26/26 106/106

199 734 503 1436

4 3 2 1
幼稚園 50.3% 45.7% 3.5% 0.5%
小学校 53.6% 44.4% 1.9% 0.0%
中学校 41.2% 50.1% 8.4% 0.3%
合計 48.4% 46.8% 4.6% 0.2%

4 3 2 1
幼稚園 51.3% 44.7% 4.0% 0.0%
小学校 44.1% 52.4% 3.5% 0.3%
中学校 41.0% 53.5% 5.4% 0.1%
合計 45.4% 50.2% 4.3% 0.1%

4 3 2 1
幼稚園 64.9% 31.6% 3.5% 0.0%
小学校 72.3% 27.6% 0.1% 0.0%
中学校 67.6% 31.3% 1.1% 0.0%
合計 68.3% 30.2% 1.5% 0.0%

4 3 2 1
幼稚園 79.9% 20.1% 0.0% 0.0%
小学校 70.3% 29.1% 0.6% 0.0%
中学校 68.6% 31.1% 0.3% 0.0%
合計 73.0% 26.7% 0.3% 0.0%

─２─

２　協働による授業づくり

実施校数 ※義務教育学校，小・

中合同で実施した学校

については，中学校に

含む

アンケート提出校／実施校数

参加人数

 (1) 「学校訪問アンケート」の結果から

質　　問 （４：よい，３：どちらかというとよい，２：どちらかというと課題がある，１：課題がある）

①　協働による授業づくりを計画的に行い

　ましたか。

②　ねらいを達成する授業実践となりまし

　たか。

③　授業改善につなげるための話合いが

　行われましたか。

④　日常の取組につなげる機会になりまし

　たか。
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（２）計画的な実践について 

① よさと課題                           ○－よさ  ◇－課題 

○ 年間の研究計画の中に，全国学力学習状況調査を全員で解く等の職員研修をはじめ，ＩＣＴ活

用研修と研究授業づくりを関連させて，明確に位置付けている学校が多く見られる。協働による

授業づくりについての理解が一層深まり，ＰＤＣＡサイクルで取り組む体制が，多くの園・学校

でとられるようになってきている。 

○ 幼稚園では，各家庭の協力の下，研究に関わるアンケートをとり，幼児の実態や保護者の願い

を基に研究計画を作成している園が多く見られる。さらに研究だよりを発行して，家庭と連携を

密にして取り組んでいる。園訪問までの実践例を挙げ，環境構成，教師の援助の視点から成果と

課題を整理している様子が多く見られる。日常的に保育の改善に向けて話合いができる雰囲気

を大切にしていることがうかがえる。 

○ 研究主任等を中心として計画的に協働体制で取り組んでいる幼稚園・学校が多くなってき

ている。協働による授業づくりの取組の経過を示した資料を作成・共有し，全職員による共通理

解の下，計画的な取組につながってきている。 

○ 小・中学校では，教科部会や学年部会，指導案検討，模擬授業や先行授業を重ねて，計画的に

授業改善に取り組んでいる学校が多い。特に中学校では，「どちらかというと課題がある・課題

がある」のポイントが昨年度から１．７ポイント減少している。教科の枠を超えて，例えば技能

教科チームなどのようにして体制を組み，授業づくりの視点を担当教科の指導に生かそうとす

る姿勢が見られる。 

◇ 時間の確保や調整が困難で，協働体制がとれなかったという実態も見られる。チームの構

成員や組織の編成を吟味したり，ポイントを絞った話合いによって事後検討会のスリム化を図

ったりするなど，引き続き一層の工夫が望まれる。 

② 参考となる取組 

・ 早い時期から見通しを持って日程を組み，短時間でこまめに検討会・教材準備等を行う。 

・ 教科の特性を共有し合ってから実際の授業づくりを進める。 

・ 学年部やチームのメンバー各自が作成した指導過程の案を提案した上で，授業づくりについて

話し合い，授業をつくり上げる。 

・ 本時につながる前時の授業から，全員で参観・検討を行い，本時の指導案を練り上げる。 

・ 進め方のポイントを事前に提示した上で，事前検討会や模擬授業を行う。 

・ 指導案検討や模擬授業，先行授業を複数回行い，児童生徒の実態に合った授業づくりを行う。 

・ 教材・教具や提示資料の作成などを協働で行ったり，指導案の中のアンケートの項目の検討，

集計や分析等について，分担して作成したりする。 

＜アンケート自由記述から＞ 

・ 事前保育の実践を映像で振り返り，教師間で検討し，次の保育につなげることができた。 

・ 授業者任せになりすぎないよう，上学年部及び下学年部での指導案作成上の役割分担をより明

確にすること，研究の視点に基づく議論を重ねること等，今後の校内研究推進のヒントが得られ

た。 

 

―３－ 



（３）ねらいを達成する授業実践について 

① よさと課題                           ○－よさ  ◇－課題 

○ 研究の視点との関連性を明確にした授業づくりが進められたことにより，多くの成果と今後の授

業実践の在り方を見いだす話合いが展開されていた。初任層の教員が増加傾向にある中，授業づく

りの本質を学び合う協働による授業づくりは，経験年数を問わず，教材研究の重要性を実感するこ

とのできる貴重な学びの場となっている。 

○ ＩＣＴを活用した実践が多く見られるようになっており，授業のどの場面で活用すると有効であ

るのかを吟味して，学習のねらいに沿ったよりよい活用が提案されている。 

○ 「分科会で取り上げたい話題」を事前の授業づくりにおいて十分に検討し，その具体策を本時の

授業の中に位置付け，有効性を検証し合うような試みが見られる。 

◇ 指導案の作成に当たっては，ねらい，目標及び評価規準等の整合性が図られていることや各教科

等の特性に応じた視点が設定されていることについて，検討することが望まれる。 

◇ 手立ての具体性や有効性のみの協議にとどまらず，目指す子供の姿や育てたい力に迫ることがで

きたかどうか，児童生徒の主体的な姿や表現等本質的な内容について検証を深めることが大切であ

る。 

◇ 授業構想にあたっては，単元観に基づく単元構想を念頭に置いて検討することが望まれる。  

◇ 特に経験年数の少ない教員が授業者となる場合であっても，事前の検討段階から，授業者の思い

や意図を尊重しながら，よりよい授業づくりを目指して意見を交わし，授業構想を練り上げる「協

働による授業づくり」の展開が大切である。さらに，明確な評価規準と評価計画を事前に設定し，

児童生徒のつまずきへの支援の在り方等，検証の積み重ねを意識した実践が日常的・継続的になさ

れることが求められている。 

② 参考となる取組 

・ 指導過程の中核となる場面に焦点を絞り，模擬授業を実践する。 

・ 授業者による模擬授業や他の学級における先行授業はもとより，他の教員による模擬授業や先行 

 授業などを実践し，ねらいの達成に迫るための具体的な改善案を提案し合う。 

・ 教科部会で，取り上げる単元・題材について検討し，その後，グループを教科の枠を超えて編成

し，授業展開の妥当性を協議する。 

＜アンケート自由記述から＞ 

・ 運動遊びに消極的な幼児から「今日も遊びたい」と声が上がる等，幼児の姿からもねらいを達成

できたことが感じられた。 

・ 教師の援助や再構成の場づくりが不十分であったため，適切なタイミングや活動中の幼児の姿を

見極め，ねらいが達成できるような指導案立案をしていきたい。 

・ 児童の実態を理解し，それに沿った授業を展開する重要性や自己決定の場を設ける柔軟な考え方

の必要性等，大変勉強になった。 

・ 「失敗は恥ずかしいことである」という意識を児童が持つことのないような授業づくりにしてい 

く。教師の意識改革を心掛けていきたい。 

・ スモールステップで考察を立てることが，学習内容の理解につなることを実感した。 

 

―４― 



（４）授業改善につなげるための話合いについて 

① よさと課題                           ○－よさ  ◇－課題 

○ 協働による授業づくりのねらいや進め方を全教職員が理解し，視点に沿って授業検討を行う

ことが浸透してきている。メンバーが主体的・対話的な姿勢で，協議に参加しようとする姿が見

られる。 

○ 研究推進委員等がリーダーシップをとって意見を発表しやすい雰囲気づくりに努めており，

付箋紙の活用，ワークショップ形式等，話合いの方法や形態を工夫することで，模擬授業や先行

授業で出された課題を明確にしながら協議している。 

○ 「本日の授業をより一層レベルアップさせる」という視点から，課題提示の工夫，発問や指示，

問い返しの在り方，適用問題の取り組ませ方等とともに，一単位時間内の活動に軽重をつけ，ま

とめと振り返りまでの展開の在り方について活発な意見交流がなされている。 

○ 部会のメンバー構成を工夫することにより，様々な気付きや意見を取り入れて検討したり，特 

に中学校ではメンバー各自が実践に取り入れられるようにしたりしている事例が見られる。 

○ 授業検討会においてもＩＣＴの活用により，短時間で意見を共有したり，成果と課題の視覚化 

を図ったりするなど，話合いを効率的・効果的に進めている事例が見られる。 

◇ 自評以外の話題がほとんどなかった協議や，参観した授業の感想を一人ずつ述べるにとどま

る形の協議も散見される。授業実践に至るまでの成果と課題の整理，授業を見る視点や話合いの

ポイントの焦点化，時間設定の工夫など，分科会の持ち方を明確にしておく等，参観者の意識の

高まりと話合いの深まりに結び付くような取組が望まれる。 

◇ 授業づくりを通して得られた課題を明らかにすることに加え，その課題の改善につながる代

案を互いに示し合うなど，日々の実践に結び付ける話合いとなるような工夫が必要である。 

◇ 保育や授業を通して見取りたい幼児・児童・生徒の姿を明確にし，視点の共通理解を図った上

での話合いとなるような事前確認・準備が望まれる。 

② 参考となる取組 

・ 実践の成果と課題についてまとめたり，校内研究だよりなどを作成したりすることで，事前に

協議のポイントを絞ったり，より明確に改善策を把握したりできるようにする。 

・ 「参観シート」を作成して授業参観を行い，検討会に生かす。 

・ 「児童（生徒）の姿」「教師の支援」「教材・教具」等の授業を参観するポイントをマトリク

スシートに明示し，各自の付箋紙を分類・整理する。 

・ 授業参観中に書いた付箋紙を，拡大した指導過程に貼りながら，成果と課題を整理する。 

・ 共同作業できるアプリを活用して互いの考えを共有したり，付箋機能を用いて整理したりする

等，協議中に成果と課題の可視化，共有化を図る。 

＜アンケート自由記述から＞ 

・ 実際に保育を参観して感じたことは多様であり，話し合うことで更に共通理解につながり，目

的を明確にすることができた。援助の仕方，方法についても学ぶよい機会となった。 

・ 今年度の研究テーマは自分にとって難しいと感じている。教科の特性を考えて，板書の構造化

を工夫していきたい。 

・ 考えを交流する段階は「発表」ではなく，「対話的な思考の時間」にすることを確認した。 
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（５）日常の取組につなげる機会について 

① よさと課題                           ○－よさ  ◇－課題 

○ 事前検討の場で教材研究が深められていることで，ほとんどの教員が日常の授業実践につな 

 げる機会となったと評価しており，授業改善につながっていると意識している。 

○ 教員が自らの考えを述べ，授業づくりに関する課題を明確にすることが，具体的なイメージを

持って授業づくりに向き合う機会となっている。特に個別最適な学びやＩＣＴの活用，いわゆる

教師主導の授業ではなく，「誰一人取り残すことなく展開する授業」への取り組み方等への試み

が見られる。 

 ○ 幼小中の連携や他教科との関連の視点を踏まえて授業づくりに取り組むことにより，ゴール

を明確にしたストーリー性のあるカリキュラム・マネジメントを意識した実践につながってい

る。 

◇ 特別支援教育の視点を踏まえ，配慮を必要とする児童生徒への効果的な支援についても実践

を積み重ね，日常的な実践に取り入れようとする姿勢が望まれる。 

◇ 得られた成果を，研究概要の中の成果と課題として各学年や各教科等で実践すべき手立てに

反映させ，日常的な授業改善につなげる工夫が必要である。 

② 参考となる取組 

・ 日常の授業で他教科の教員からの発問や形態等に関する技術的なアドバイスを積極的に生か

した授業実践を行う。 

・ ＩＣＴの活用について，場面や方法等，効果的な実践例について紹介し合う。 

・ 「５つの提言」を基に校内でアンケートを作成して教師と児童で実践し，その結果や乖離を把

握した上で日常の実践に生かす。 

・ 研究授業で明らかになった成果と課題を校内研究だよりに示し，情報発信に努め，積極的に共

有化を図る。 

＜アンケート自由記述から＞ 

・ 普段行っている保育について指導・評価していただき，保育内容・指導・幼児の姿等を認めて

いただいたことで，自分たちの保育に自信を持つことができた。 

・ デジタル教科書の活用方法（範読や教科書の全体像が見える工夫）が分かったので，自分の授

業にも取り入れたい。 

・ 担当が１名の教科であるため，先生方の意見が参考になり学びが深まった。特に，学び合いと

応用問題の設定の仕方については，継続的な取組の重要性を確認することができた。 

（６）参考となる資料等 

№ 資  料  名 発 行 元 発行日 

1 指導資料･事例 http://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 国立教育政策研究所  

2 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 国立教育政策研究所 R2.3 

3 「全国学力・学習状況調査 授業アイディア例」 国立教育政策研究所 H21～H31 

4 NITS 情報提供 http://www.nits.go.jp/jisedai/ 教職員支援機構  

5 「宮城県検証改善委員会報告書」 宮城県教育委員会 H25～R4 

6 「学力向上に向けた５つの提言 理解 継続 自校化」 宮城県教育委員会 H29.10 

7 「授業改善に役立つアイディア事例」 宮城県教育委員会 H27.3 

8 「学力向上に向けた５つの提言」 宮城県教育委員会 H25.3 

9 
宮城県総合教育センター 学習指導等に関する資料・研修パック 

https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/list2854-7797.html 

宮城県総合教育セン

ター 
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（１）「学校訪問アンケート」の結果から

小学校 中学校 合計

13/13 7/7 20/20

196 149 345

4 3 2 1
小学校 51.0% 48.0% 1.0% 0.0%
中学校 46.9% 51.1% 2.0% 0.0%
合計 49.0% 49.5% 1.5% 0.0%

4 3 2 1
小学校 60.8% 38.2% 1.0% 0.0%
中学校 69.2% 30.8% 0.0% 0.0%
合計 65.0% 34.5% 0.5% 0.0%

4 3 2 1
小学校 60.3% 38.2% 1.5% 0.0%
中学校 72.4% 26.8% 0.6% 0.0%
合計 66.5% 32.5% 1.0% 0.0%

4 3 2 1
小学校 57.2% 41.3% 1.5% 0.0%
中学校 67.2% 32.2% 0.6% 0.0%
合計 62.3% 36.7% 1.0% 0.0%

─７─

④　学校課題の解決に向け見通しを持ち，
　 日常の取組につなげる機会となりました
   か。

３　学校課題に係る話合い

実施校数

アンケート提出校／実施校数

参加人数

質　　問 （４：よい，３：どちらかというとよい，２：どちらかというと課題がある，１：課題がある）

①　話合いに向けての事前準備はしました
   か。

②　話合いのテーマは適切でしたか。

③　テーマに基づいて意見や考えを出し合
   うことができましたか。

0.0%
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80.0%

4 3 2 1

小学校

中学校
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0.0%
20.0%
40.0%
60.0%
80.0%

4 3 2 1

小学校

中学校
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小学校

中学校



（２）話合いを振り返って                   ○－よさ  ◇－課題 

① 話合いに向けての事前準備について                

○ 事前に学校課題について考えを付箋紙にまとめたり，参加者の意見を５点に集約したりする

など，話合いの準備がされており，短時間設定であっても活発な話合いの様子が見られる。 

○ 学力テスト等の結果を事前に該当学年担当に配布し，それぞれの学年・学級における方策につ

いて，自身の考えを持って話合いに積極的に参加する姿が見られる。 

② 話合いのテーマについて 

○ 学校の実態を基に話合いのテーマを事前に設定している学校が多く見られる。 

○ 学力向上については，国語や算数の学力テストの結果を基にするだけではなく，理科や社会の 

授業改善に関する内容に話合いの重点を設定し，熱心に情報共有する姿が見られる。 

③ テーマに基づいた話合いについて 

○ ＫＪ法等のワークショップを取り入れた学校では，発言する機会が多く設定されているので

初任層の先生方も積極的に意見を話す様子が見られる。 

○ 話合いが進む中で，「他の先生方と意見が重なったり，質問によって明確化されたりして，充

実感があった」「時間が短く感じた」等のアンケートへの自由記述が多く見られる。 

◇ 学校課題が複数あげられ，時間が短く十分に絞り切れないまま話合いが終わる様子も見られ

た。課題に対する具体的な手立てとともに，いつ・だれが・どうするという内容まで，検討する

ことが望まれる。 

④ 日常の取組へつなげる機会について 

○ 「普段は，理想と現実の間で『できないこと』にフォーカスしてしまい，解決できないことへ 

の苦しさを感じることもあったが，『結果をあせらず，地道にこつこつと進める』ことの大切さ

を実感した」というアンケートへの自由記述があった。改めて話し合う場を設定して，学校課題

について話し合うことで，先生方が一体感や安心感を得る様子が見られる。 

 

（３）話合いのテーマ例 

   ＜未然防止に向けて＞ 

     ・「積極的な生徒指導の取組～不登校傾向の児童への適切な対応～」 

     ・「不登校の未然防止・早期発見につながる手立てについて」 

     ・「いじめ等問題行動を未然に防ぐための児童への対応について」 

     ・「いじめ・不登校を生まない学級・学校づくり」 

   ＜学校課題について＞ 

     ・「校内研究に関すること」 

     ・「学習内容の定着のさせ方と活用する力の育て方について」 

     ・「個々の学力差を解消するための指導の工夫」 

     ・「自信を持って自分の思いを表現できる児童を育成するための具体的な手立て」 

     ・「児童の情報モラルを高める学級・学校づくりについて」 

     ・「行きたくなる学校づくりの取組と行動計画の見直し」 

     ・「行きたくなる学校づくりにむけた学級や学校づくりについて考える」 

―８― 



（４）話合いの持ち方の例 

     ・ワークショップ（ＫＪ法） 

     ・ロールプレイ後の検討会 

     ・みやぎ不登校サポートパック（チーム支援ガイド）の手法を用いた検討会 

 
（５）参考となる資料等 

 
№ 資  料  名 発 行 元 発行日 

1 不登校児童生徒への支援の在り方について 文部科学省初等中等 
教育局長 

R1.10 

2 いじめ対策に係る事例集 文部科学省初等中等 
教育局児童生徒課 

H30.9 

3 第Ⅲ期「魅力ある学校づくり調査研究事業」 
（平成 26 年度～27 年度報告書・抜粋版） 

国立教育政策研究所 
生徒指導・進路指導研究センター 

H29.1～ 
H29.5 

4 生徒指導リーフ Leaf.1～Leaf.22 
生徒指導リーフ増刊号 Leaves.1・2・3 

国立教育政策研究所 
生徒指導・進路指導研究センター 

H24.2～ 
R3.7 

5 不登校の要因や背景を的確に把握するために 
～教職員＋SC，SSW によるアセスメントで効果的な支援を～ 

宮城県教育委員会 R2.9 

6 不登校への支援 
～未然防止・初期対応・自立支援～ 

宮城県教育委員会 R3.8 

7 平成 29 年度「みやぎ小・中学生いじめ問題を考える
フォーラム」みやぎっ子宣言 

宮城県教育委員会 H29.11 

8 いじめ対応研修テキスト「いじめ対応の手引き」 
～子供たちが行きたくなる安心・安全な学校にするために～ 

宮城県教育委員会 H29.3 

9 いじめ対応の手引き付属資料（ＤＶＤ） 
～子供たちが行きたくなる安心・安全な学校にするために～ 

宮城県教育委員会 H29.3 

10 リーフレット「いじめ問題への対応～学校の取り組み
の徹底について」 

宮城県教育委員会 H24.9 

11 いじめの未然防止への取組(リーフレット) 宮城県教育委員会 H25.1 

12 平成 30 年度専門研究「不登校対応パッケージ」 宮城県総合教育センター H30 成果物 

13 みやぎ不登校サポートパック 宮城県総合教育センター H29 成果物 

14 こころ満タンサポートガイド 宮城県総合教育センター H28 成果物 

15 みやぎＳＮＳナビゲーション 宮城県総合教育センター H28 成果物 

16 みやぎの情報モラル総合サイト 宮城県総合教育センター H19～ 

17 StuDX Style 文部科学省 R2.12～ 

18 宮城県教職員研修受講システム（Mナビオンライン e
ラーニングシステム） 

宮城県総合教育センター R2.3～ 

19 MEXT チャンネル 文部科学省 R2.8～ 

20 令和３年度情報教育研究グループ 「情報モラル育

成パッケージ＃６０秒情報モラル」 

宮城県総合教育センター R3 成果物 
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４ 表簿記入上の留意点  

＊校内での点検等にご活用ください。 

 

表簿 番号 点  検  内  容 確認 

指
導
要
録
（
様
式
１
・
２
） 

1 情報セキュリティの校内規約を作成し，データ等の管理を適切に行っている。 □ 

2 児童生徒及び保護者氏名のふりがな（ひらがなの名前も）を記入している。 □ 

3 保護者氏名及び現住所の変更があった場合は,学齢簿や通知に基づいて訂正を行っている｡ □ 

4 
転入学，編入学等があった場合は，通知に基づいて記入している。※３と４の通知については適正に

保管すること。 
□ 

5 観点別評価や評定をすべての欄に記入している。 □ 

6 
道徳科の評価については，学習活動における児童の学習状況や道徳性に係る成長の様子を

個人内評価として文章に端的に記述している。 
□ 

7 
弱視，難聴，肢体不自由，病弱・身体虚弱，自閉症・情緒障害の特別支援学級在籍児童生

徒は，知的な遅れがない場合は障害種に合致する様式を使用している。 
□ 

8 入学（入級）時の障害の状態を記述している（途中入級の場合も記述する）。 □ 

9 

不登校児童生徒の学習状況や評定については，家庭での取組も含め，評価の材料となるも

のの累積に努めるとともに「指導上参考となる事項」に記載している。 

※R1.10.25文部科学省「不登校児童生徒への支援の在り方について」（通知）及び（別記1）

不登校等の理由から，適応指導教室等で学習したことを校長が出席と認める場合，「ケア 

ハウス通所○日」等，市町教委の指導により，校内で統一して記述している。 

□ 

健
康
診
断
票 

（
一
般
）（
歯
・
口
腔
） 

10 裸眼視力は（ ）の左に，矯正視力は（ ）内に記入している（矯正視力のみでも可）。 □ 

11 聴力は，○の記入がある場合25dbか35dbを記入している。 □ 

12 歯科の様式左側（顎関節等の欄）は，０，１，２のいずれかに○が付いている。 □ 

13 
「永久歯のむし歯の状態」は，０，１，２のいずれかに○が付いている（永久歯がない場

合は記入しない）。 
□ 

14 
校医の印は所見欄等に押印している（市町教委の指導により押印を必要としない場合は除

く）。※令和２年１１月２４日付けス号外｢学校保健安全法施行規則の一部改正について(通知)｣参照。 
□ 

出
席
簿 

15 裏表紙の在籍等を適切に記入している（転出入の記入についても）。 □ 

16 祝日の振替は，「振替休日」ではなく「休日」と記載している。 □ 

17 記載の仕方を校内で統一している。 □ 

年
間
指
導
計
画 

18 

志教育との関連を明記したり，「みやぎ防災教育副読本『未来へのきずな（絆）』」の活用を

年間指導計画に位置付けたりしている。また、変更等を朱書きしたりするなど，年間指導計

画の改善・自校化に努めている。（R３年度の内容を統合） 

□ 

19 
自校の重点内容項目を明記した道徳教育の全体計画の別葉を作成し，教育活動全体と内容

項目の関連を明らかにして活用している。 
□ 

20 
学級活動は新学習指導要領を踏まえて作成し，全ての内容項目が網羅されているととも

に，１単位時間の主な活動の流れが示されている。 
□ 

そ
の
他 

21 児童生徒の個人情報の管理を徹底している。 □ 

22 表簿については適切な時期に点検整備を行っている。 □ 

23 公簿の訂正は訂正印を用い，修正液等は使わない。 □ 

24 「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」を整備・活用している。 □ 

25 
初任研（１年目）指導記録のＡ票，Ｂ票及び初任研（２年目）指導記録のＣ票を,適切に作

成・管理している。 
□ 

26 

電子化に伴い，押印を省略して指導要録等を電子的に作成・送付・保存する場合は，従来

の保存により担保されてきた校長の関与等，適正かつ組織的な手順で担保している。（市町教

委の指導による）※H24.3.29文部科学省「表簿・指導要録等の電子化にかかる基本的な考え

方等について」 

□ 
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Ⅱ 北部管内学校教育の重点と努力点の概況 

 

【幼稚園】 

 

１ 生きる力の基礎を培う特色ある園経営に努める 

 

【「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた教育課程の編成】 

 ○ 生きる力の基礎を育むため，幼児教育の基本を踏まえ，「知識及び技能の基礎」「思

考力，判断力，表現力等の基礎」「学びに向かう力，人間性等」の各資質・能力を育む

ことができるよう幼児の心身の発達，園を取り巻く地域社会や地域の資源等の実態を考

慮し，教育課程が編成されている。 

 ○ 入園から修了に至るまで長期的な視野を持ち，各園の様々な計画を関連させ，一体的

に教育活動が展開されるような全体的な指導計画を作成している園も見られる。 

 ◇ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」は，到達目標として捉えるのではないこと，

個別に取り出されて指導されるものではないことを十分留意し，基本的な方針が小学校，

家庭及び地域とも共有されるように努めることが求められる。 

 

【教育目標の具現を図る組織的・協働的な園経営の推進】 

 ○ 目指す幼児像の具現に向けて，組織的・協働的に園経営を行うために，園運営機構や

園務分掌が各園の実態に合わせて工夫されている。 

 ◇ 全教職員による協力体制の下，幼児一人一人を育てる視点に立ち，幼児の主体的な活

動が担保され各園の教育目標の具現に向けた保育活動の質の向上を図る指導体制や活動

形態等の工夫が求められる。 

 

【心を動かされる体験や言語活動の充実】   

 ○ コロナ禍での状況を踏まえ，地域の人材や施設を活用した活動，地域の伝統行事，栽

培や収穫活動等について，感染防止策を十分配慮，内容を工夫しながら，人と豊かに関

わる体験については，その重要性を理解し実践している。 

 ○ 遊びの振り返りの際に，言葉を媒介として気持ちや考えを友達に伝える場面を意図的に

設定している園では，同時に聞く側の姿勢や態度が身に付くような指導が充実している。 

 ◇ 遊びや生活の様々な場面で言葉に触れ，言葉を獲得していけるような豊かな言語環境

を整えるよう努めている。幼児が言葉を獲得していくにつれて芽生える，話したい，表

現したい，伝えたいなどの気持ちを受け止めつつ，生活で必要な言葉を使う場面を意図

的につくることが望ましい。 

 

【自己評価，学校関係者評価等の実施・公表及び設置者への報告】 

○ 学校評議員会等を設置するとともに，計画的に行った自己評価や学校関係者評価の  

結果を公表し，園経営の改善に努めている。 

◇ 学校評価については，教育課程の編成，実施，改善が教育活動や園運営の中核をなる

ことを踏まえ，カリキュラム・マネジメントと関連付けながら実施することが望まれる。 

   

【切れ目ない支援体制構築に向けた個別の教育支援計画と個別の指導計画の作成と活用】 

  ○ 長期的な視点で幼児への教育的支援を行うために，個別の教育支援計画と個々の幼児

の実態を的確に把握し，個別の指導計画を作成し，多くの園で活用している。 

 ◇ 幼児一人一人の特性に応じて，その内容や支援の手立てについて関係する全職員の共

通理解と連携に結び付く活用が求められる。 

 ◇ 個別の教育支援計画及び個別の指導計画については，実施状況を適宜評価し，改善を

図っていくことが必要である。 
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２ 一人一人の特性に応じた指導の充実に努める 

 
【創造的な思考を培い主体的な活動を促す環境構成と援助の工夫】 

 ○ 幼児の発達過程を見通し，生活の連続性，季節の変化などを考慮し，それに応じたね

らいや内容及び環境構成，援助のポイントなどを明確に示した期別・月別指導計画を作

成している。 

 ○ 豊かな体験を通じて，気付いたことや，できるようになったことなどを使い，考えた

り，試したり，工夫したり，表現したりする幼児の主体的な活動ができるように，遊び

の物的・空間的環境構成及び教員の援助の在り方を工夫している。 

 ◇ 幼児自身が活動や遊びを選択したり，試行錯誤により自らの成長を実感したりするこ

とができるような工夫と展開が求められる。 

 

【学級ごとの保育の充実と合同保育の工夫】 

○  感染症対策を講じながら，集団や学年の枠を越えた合同保育や異年齢集団での活動を 

継続的・計画的に取り入れている園が見られる。 

 ○ 複数で指導に当たる際に，学級集団と一人一人の幼児への適切な支援がなされるよう

に，活動の内容や目的を共通理解し，適切な手立てが講じられる実践が多く見られる。 

 ○ 預かり保育を実施している幼稚園やこども園などにおいては，教育目標の達成に向け，

保育内容や幼児の心身の状況の把握について，教員同士で日常的に連携を図り，一人一

人の特性に応じた指導の充実に努めている。 

◇ 活動そのものが目的とならないように留意し，幼児の実態と学年に応じたねらいを確

認し，内容の更なる充実を図ることが求められる。 

 

【教職員の専門的な資質と能力を高める組織的・計画的な園内研修の充実】 

  ○ 多くの園で，協働による保育づくりが実践されており，組織的・計画的な園内研修が

推進され，職員全体の専門性の向上を図るよう努めている。 

 ○ 「遊び」「人間関係」「言葉」「環境」など，園内研究に関わる事項について，園内

での姿だけでなく，家庭内での様子もアンケート等で情報を集め，傾向を集計・分析し

て，園だより等で研究の取組や成果を積極的に発信する園が多く見られる。 

  

○ 「運動遊び年間計画」「戸外遊び年間計画」「人と関わる年間経過」「言葉による伝 

え合い年間計画」「異年齢交流（異年齢保育）年間計画」「栽培・調理活動年間計画」 

など，園内研究のテーマに関わる指導計画が作成されており，各園とも意図的・計画的  

・系統的な保育が実施されている。 

 ○ 園内・園外での研修会や公開研究会に参加し，教員の資質・能力の向上に努めている。 

◇ 園内研究推進に当たっては，研究主題や研究目標の達成に向けた取組と日常の保育と

の整合性及び一貫性に留意するとともに，目指す幼児の姿に向けてより具体的な視点や

手立ての設定が求められる。 

   

【特別な配慮を必要とする幼児への適切な支援】 

 ○ 特別な配慮を必要とする幼児については，一人一人の特性や発達の状態等により，生活上

の困難が異なることに十分留意し，市町が配置した補助教員等と連携しながら，個に応じた

保育に努めている。 

 ○ 幼児が見通しを持って安心して行動ができるよう，幼児が理解できる情報（具体物，写真，

絵，文字など）を用いたり，教員がモデルになり行動を促したりするなど，特別な配慮を必

要とする幼児を援助する取組が見られる。 

 ◇ 特別な配慮を必要とする幼児への支援に当たっては，全職員で個々の幼児に対する配慮等

の必要性を共通理解するとともに，全職員での連携に努める必要がある。また，特別支援教

育コーディネーターを中心に，園全体として組織的・計画的に取り組むとともに，保護者及

び関係機関との連携により指導を展開することが求められる。 
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【保幼小連携の充実と小学校教育との円滑な接続を図る教育の推進】 

 ○ 小学校への接続を図るため，教員同士の合同研修会や保育参観，授業参観を通して，

積極的に情報・意見交換を行っている園が多い。 

 ○ 「幼小接続年間計画」や「アプローチカリキュラム」を作成し，就学前の幼児が円滑

に小学校の生活や学習へ適応できるように取り組んでいる園が多い。幼児と児童の交流

の機会を設け，連携を推進しようとしている。 

 ○ 「保育参観・授業公開」や「保幼小合同引渡し訓練」など，教員同士の連携・引継ぎ

等だけでなく，幼児・児童と保護者や地域とも連携を実施している幼稚園・こども園も

あり，積極的な連携が図られている。 

 ◇ 小学校教育との接続に当たっては，小学校教育の先取りをするのではなく，遊びを通

して「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が育つよう留意する必要がある。幼児期

の教育の成果を踏まえ，小学校教育の一層の質の向上にもつなげる必要がある。 

  

３ 心身の健やかな成長を促す指導の充実に努める 

 

【心身の調和のとれた発達を促す遊びの推進】 

 ○ 幼児期は，身体諸機能が大きく発達する時期であることを踏まえ，幼児の興味や能力

などに応じた遊びを中心とした身体活動を幼児の生活全体で確保している園が多く見ら

れる。 

 ◇ 心身の発達を調和的に促すために，特定の活動に偏ることなく，様々な活動に親しみ，

それらの楽しさを味わいながら，心や体を十分に動かすことが大切である。そのために

幼児の自分から様々な活動に楽しんで取り組ませるようにすることが求められる。 

 

【園生活と家庭や地域社会との連続性を重視した保育活動の充実】 

 ○ 園での活動を園だよりや連絡帳等を活用して積極的に伝え，家庭との連携を図り，園

における生活が家庭や地域社会との連続性を意識した保育活動を実践している園が見ら

れる。 

  ◇ 園は，様々な機会を通して，連携を図り，教育活動や幼児の状況を積極的に提供する

ことで，保護者や地域住民の理解や支援を得ることが求められる。 

 

【「はやね・はやおき・あさごはん」等の基本的な生活習慣の育成】 

 ○ 「はやね・はやおき・あさごはん」を推進し，基本的な生活習慣の育成に向けて，園

だよりでの発信，研修会等を開催することで，幼児や保護者の意識を高める取組をして

いる園が多く見られる。 

 ○ 園生活の流れの中で，生活習慣の意味を伝え，必要感を持たせながら実践している園

が多い。 

 

【規範意識や道徳性の芽生えを促す指導の工夫】 

 ○ 教師，幼児と共にする集団での生活や遊びを通して，ルールやきまりを守ることの大

切さや善悪の認識等，規範意識や道徳性の芽生えを促す保育に努めている。 

  ○ 葛藤体験を通して，自分自身や相手と折り合いを付けることの大切さに気付かせる援  

助が見られる。 

 ◇ 規範意識や道徳性の芽生えを促すような指導は，単位時間内や特定の幼児への指導に限ら

ず，恒常的に全ての幼児に対して講じることが望まれる。 

 

【安心・安全な園づくりに向けた実効性のある防災・安全教育の推進】 

 ○ 多くの園で交通安全計画や防災安全計画，地震や火災，不審者対応などを想定した避

難計画等を整備し，多様な事態を想定しながら毎月，避難訓練を実施している。「保幼

小合同引渡し訓練」など，地域と連携した訓練を実施している園も見られる。 

 ○ 幼児の安全確保のため，緊急時の危機管理マニュアル等を全職員への周知徹底と共通

理解の徹底と不断の点検・改善が求められる。 

─13― 



【小・中・義務教育学校】 
 
１ 生きる力を育む特色ある学校経営に努める 
 
【志教育全体計画及び年間指導計画に基づく志教育の推進】 
 ○ 学校経営構想の重点努力事項に志教育を明確に位置付け，全体計画及び年間指導計

画の下，系統的な指導を行っている学校が多く見られる。 
 ○ 各種教育活動計画や行事計画に「志教育の視点」を取り入れている例や「志教育の視

点」で教育活動の価値を洗い出しカリキュラムの編成に生かす取組が見られる。 
 ○ 新型コロナウイルス感染症に十分配慮しつつ，対策を講じ可能な限り体験的な学習

や地域社会と連携した取組を行い，志教育の推進に当たっている学校が見られる。 
 ◇ 今後とも，「志教育」の３つの視点に基づき，発達段階に応じた系統的な指導を一層

推進し，「みやぎの先人集『未来への架け橋』（第１集・第２集）」も積極的に活用す
ることが求められる。 

 ◇ これまでの「志教育」の取組を，改めて３つの視点で見直したり，価値付けしたり，
ブラッシュアップしたりしながら，時代に合わせた新たな取組や質の高い取組に更新
する等，「志教育」の深化・発展に向けた取組の推進が求められる。 

 
【教育目標の具現を図る組織的・協働的な教育活動の推進】 
 ○ 全ての学校において，学校・地域の実情や保護者の願いを踏まえ，児童生徒の実態を

的確に捉えて，教育目標を設定している。また，目指す学校像・教師像・児童生徒像や
経営方針，重点努力事項を含めた経営構想を分かりやすく示したり，保護者や地域に広
く知らせることで，理解と協力を積極的に求めたりする学校が増えてきている。 

 ○ 数値目標を入れたアクションプランやグランドデザインを策定し，学校評価の際に
得られる数値と比較し，検証の質を高めている学校も見られる。 

 ○ 教育計画の中に校務分掌の職務内容を端的に示したり，分掌ごとの短・中期目標を示
したりする学校が増えてきている。全教職員の共通理解と協力体制の構築を図り，業務
遂行を通じ「チーム学校」として組織的・協働的な学校運営となっている。 

 
【学校の創意工夫を生かした特色ある教育課程の編成と確実な実施】 
 ○ 教育目標と目指す児童生徒像を受けて，知育・徳育・体育のバランスを考慮した教育

課程の編成に努めている。 
 ○ 児童生徒の発達段階を考慮し，教科等横断的な視点に立った言語能力，情報活用能

力，問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力の育成に努めている。 
 ○ コロナ禍において，教育活動の目的や意義，必要性，実施方法の見直し，新しい生活

様式に合わせた実施方法の変更や精選を積極的に行っている。  
 ○ 授業時間はもとより，業前や業間の時間や放課後，長期休業などを活用し，学力や体

力・運動能力の向上に向けた取組を工夫し実践化を図っている。  
  
【開かれた学校づくりを目指した学校評価の推進】 
 ○ 学校関係者評価の実施・公表は全ての小・中・義務教育学校で行われている。学校評

議員会も全ての小・中・義務教育学校で設置されている。コロナ禍によりやむを得ず開
催を見送った学校であっても紙面により代替するなどしている。 

 ○ 保護者アンケートを年２回実施し，その集計結果を踏まえて，教職員による学校評価
にかかる会議を行い，ＰＤＣＡサイクルを効果的に回すことで取組の検証・改善を図っ
ている学校もある。 

 
【個別の教育支援計画や個別の指導計画を活用した特別支援教育の充実】 
 ◇ 個別の教育支援計画や個別の指導計画は全ての学校で作成されている。これらを活

用し，児童生徒個々の実態に合わせた，効果的な支援を進めることが求められる。活用
に当たっては，本人及び保護者の了解の下，関係機関との引継ぎを確実に行うことが必
要である。 

 ◇ 通常の学級に在籍する障害のある児童生徒や障害の疑いのある児童生徒について
も，個別の支援計画を作成し，積極的に活用することが求められる。 
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２ 学習指導要領を踏まえた確かな学力の育成に努める 
 
【主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善】 
 ○ 「主体的・対話的で深い学び」を促すため，課題設定・提示の工夫，多様な学習形態

の導入，意欲を持続させるための発問と構造化された板書の用意がなされている。学習
過程にペア・グループ学習などの話合い活動が設定された実践が多く見られる。 

○ 全国学力・学習状況調査等の問題を教職員で解き，内容を分析し，指導法の改善に役   
立てるとともに，学力向上対策を策定して取り組んでいる学校がある。 

◇ 学習指導要領が全面実施されてから小学校は３年目，中学校は２年目となり，学校で   
は周知され，着実な実施に向け取り組んでいる。今後は，着実な取組は大前提で，より  
よい実施が望まれる。特に，「主体的・対話的で深い学び」については，次の点に留意 
することが求められる。 
・ 「主体的な学び」の視点：児童生徒自身が，粘り強く取り組む場面や自ら学習を調

整するような試行錯誤の場面を取り入れた学習過程を構想する。 
・ 「対話的な学び」の視点：対話に先立ち，自分なりの考えを持たせるような場面を

工夫するなど，児童生徒一人一人の実態を踏まえ，それぞれのよさを生かしながら，
考えを広げ深める学びの場となるような手立てを講じ，学習過程を構想する。対話
することが目的ではなく，対話の向かう先は，その授業で育成を目指す資質・能力
であることを押さえる。 

・ 「深い学び」の視点：習得・活用・探究の過程を見通して，各教科等の「見方・考
え方」を働かせながら，資質・能力の育成に向かう学習過程を単元や題材レベルで
構想し，指導計画の改善を図る。 

  
【ＩＣＴを積極的に活用した個別最適な学び・協働的な学びの充実】 
  ○ 各教科等の学習目標を達成するために，各教室に設置されたプロジェクターや１人

１台端末等を有効に活用した実践事例が見られる。導入時に資料等を提示し学習への
意欲付けを図ったり，児童生徒が考えを伝え合ったり，学習履歴を累積するなど，使
い方は多岐に渡っている。 

 ◇ ＩＣＴは，児童生徒の実態に応じ各教科の特質を踏まえて適切な指導をするための
教材・教具であり，主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善や個別最適な学
びを担保するために有効なツールとして，その活用が求められる。一方，活用すること
そのものが，授業者の目的にならないように留意する必要がある。 

 
【教科指導力をはじめ教職員の資質・能力の向上に資する研修の充実】 
 ○ 現職教育全体計画や校内研究推進計画を整備し，教職員の資質の向上に努めるとと

もに，自校の課題解決に向けて計画的・組織的に取り組んでいる。 
○ 中学校区において，講師を招いての合同研修会の実施，校内授業研究の持ち方，公開 
 研究会等への参加の学びの共有など，教員の学びのシステムを構築し，研修の充実に努 
めている。 

○ 多くの学校で，指導案検討会や模擬授業等の授業研究を中心とした「協働による授業  
づくり」が推進され，事前・事後の検討会の内容に深まりが見られる。 

◇ 今後は，この取組により培われた授業づくりの視点を日常の指導に生かしていくこと 
が求められる。 

 
【児童生徒の学習習慣の形成と家庭学習の充実】 
 ○ 多くの学校において，「学習の約束」や「学習の手引き」等を作成し全校で共通歩調

を取ったり，保護者と積極的に連携を図ったりして学習習慣の定着や学習規律の確立
に努めている。また，中学校区で「学習の約束」や「自主学習ノートの指導」等を統一
し，小中連携して，家庭学習の質の向上を目指している学校もある。 

 ○ 家庭学習ノートに，自ら「課題」を設定し，「課題」に沿った学習内容に取り組み
「振り返り」を書くことで，家庭学習の質の向上に努めている。 

 
【特別な配慮を必要とする児童生徒の実態及び個に応じた指導と支援の充実】 
 ○ 特別支援学級や通常の学級において，必要と思われる児童生徒の「個別の教育支援計

画」及び「個別の指導計画」を作成し，活用することで計画的・継続的に指導・支援が
できるように努めている。 

○ 校内支援委員会等において配慮を必要とする生徒の指導・支援について協議をし，全 
職員の共通理解の下，チーム学校として協力し合い配慮が必要な児童生徒の支援・指導 
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の充実に努めている。 
◇ 「特別支援学級および通級による指導の適切な運用について（通知）」（令和４年４ 
月２７日付け４文科初第３７５号）を踏まえ，一人一人の教育的ニーズに最も的確に応  
える指導を提供できるよう，多様で柔軟な仕組みを整備することが求められる。 

 
【幼児教育からの円滑な接続と９年間の児童生徒の学びの連続性を見通した小中連携の推 
進】 
○  中学校区において，９年間で目指す児童・生徒像を設定し，「共に学び合う」をテ 
ーマに各学校の校内研究を推進したり，授業の「学び方のスタイル」や「学習の約束」
「家庭学習の進め方」等を共通にしたりすることで，児童生徒が安心して学習に取り組
める環境を作っている。 

○  就学前幼児と児童生徒の異年齢のペア学習（例 幼児×小５，小４×中３）を実施し 
学ぶ楽しさ，他者と関わることの楽しさを味わわせ「魅力ある，行きたくなる学校づく   
り」を推進している。 

 
３ たくましい心と健康な体を育む指導の充実に努める 
 
【児童生徒理解に努め心情に寄り添う積極的・組織的な生徒指導の推進】 
 ○ 生徒指導全体計画を作成し，日常の生活指導や教育相談について，全職員で共通理

解・共通行動ができる校内体制の確立に努めている。「生徒指導の三機能」を生かすと
ともに，教師と児童生徒，児童生徒同士の共感的人間関係に重きを置いて，自己肯定感
や自己有用感の醸成に努めている。 

 
【いじめ・不登校の未然防止に向けた継続的・計画的な指導の充実】 
 ○ 「行きたくなる学校づくり全体計画」を教育計画に位置付け，組織的・計画的にいじ

め・不登校の未然防止に取り組んでいる学校が増えている。 
 ○ 日常の巡回や生活アンケート，相談活動を計画的に行うことにより，早期発見に努め

ている。児童会活動や生徒会活動に結び付け，児童生徒主体の取組を促している学校も
見られる。 

 ◇ 各種調査によりいじめが認知されなかった学校は，通知文書や学校だより等で保護
者宛てにその旨を伝えるなどして確認することが求められている。 

 ◇ 不登校については，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー等のアセ
スメントを基に策定した支援計画を学校が作成し，学校，保護者及び関係機関等で支援
計画を共有して組織的・計画的な支援を行う必要がある。 

 ◇ 別室登校の児童生徒や不登校の児童生徒への支援の一つとしてＩＣＴの活用があ
る。１人１台端末により本人と学級担任や教科担任がつながることで，学習の機会を担
保したり適切な評価につなげたりすることが求められる。 

 
【心身の健康と体力・運動能力の向上を図る体育・健康教育の充実】 
 ○ 「はやね・はやおき・あさごはん」等，児童生徒の基本的生活習慣の育成に向けた多

様な取組を家庭の協力を得ながら展開している。 
 ○ 学校体育，学校保健，食に関する指導の各領域に係る全体計画及び指導計画は整備さ

れている。 
○ 体力・運動能力調査の結果を踏まえ，体力づくりに努めている学校が多く見られる。
体力・運動能力向上も学力向上と同様に課題であるとの認識を深め，継続的な取組に努
める必要がある。 

 ◇ 薬物乱用防止教室については，今後とも指導計画に位置付け，年１回の実施を継続す
ることが求められる。 

 
【自校の重点内容項目を踏まえた道徳教育の充実】 
 ○ 道徳科を要として，あらゆる教育活動の場面で道徳教育を行うことが，しっかりと理

解されている。また，道徳科の指導では，自校の重点内容項目を踏まえた別葉を作成・
活用し，他教科や特別活動等との関連を図っている。 

 ○ 担任以外の他の教員の指導（ＴＴ指導含む）やゲストティーチャーとしての地域人材
の活用など指導体制の充実を図っている学校もある。 

 ◇ 今後も，道徳教育推進教師を中心に「考え，議論する道徳」へ授業の質的転換を図る
ことと，評価の在り方に係る研修を深めることが望まれる。 
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【学校防災体制の強化と，地域と連携した防災・安全教育の推進】 
○  総合的な学習の時間において，地域と連携し，発達段階に応じて計画的に防災学習 
 に取り組んだり，「未来への絆」等を活用したりしながら，自立した防災対策者として   
 の資質・能力の育成を目指している学校がある。 
◇ 学校の実態に即した全体計画や指導計画が作成されている。マニュアル等も整備さ
れ，防災訓練も適切に位置付けられている。今後も，改善点を洗い出し，より実効性の
高いものにしていくことが求められる。 

 ◇ 中学校区内での合同引渡し訓練の実施など，幼・小・中学校の連携を意識した取組に 
努めている。今後は，安全担当主幹教諭や防災主任を中心として地域及び関係機関との 
連携を更に強化していくことが必要である。  
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